
- 51 -

　
　
　

序

　

中
国
で
は
近
世
に
至
る
ま
で
、
儒
教
に
お
い
て
は
、
「
聖
人
」
（
伝
説
の
聖
王

で
あ
る
堯
・
舜
・
禹
、
殷
の
創
業
者
湯
王
、
周
の
創
業
者
文
王
・
武
王
、
周
の

奠
定
者
周
公
旦
、
孔
子
）
た
ら
ん
と
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
聖
人
と
常
人
は
対

等
で
あ
る
と
の
思
想
は
、
『
孟
子
』
な
ど
に
見
え
る
他
は
ほ
と
ん
ど
主
張
さ
れ

な
か
っ
た

（
１
）

。

　

し
か
し
近
世
以
降
は
、
こ
の
思
想
が
脚
光
を
浴
び
、
か
つ
学
問
上
の
最
終
目

標
と
し
て
強
調
さ
れ
た
。
例
え
ば
北
宋
・
程
頤
は
、
そ
の
若
き
日
の
著
述
で
あ

る
「
顔
子
所
好
何
學
論
」
（
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
八
）
に
お
い
て
、
「
聖
人
は
学

ん
で
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
言
っ
た
、
そ
う
だ
（
で
き
る
）
〔
聖
人
可

學
而
至
歟
。
曰
、
然
。
〕
」
と
宣
言
し
た
。
そ
れ
以
降
、
多
く
の
儒
者
た
ち
が
、

聖
人
た
ら
ん
と
真
摯
な
努
力
を
重
ね
た
の
で
あ
っ
た
。

　

明
代
中
葉
に
活
躍
し
た
王
守
仁
（
王
陽
明
、
一
四
七
二
～
一
五
二
九
）
も
聖

人
を
目
指
し
た
一
人
で
あ
る
。
そ
の
『
年
譜
』
や
『
伝
習
録
』
等
に
記
す
と
こ

ろ
で
は
、
彼
も
ま
た
聖
人
に
な
る
べ
く
、
当
時
の
主
流
学
問
で
あ
っ
た
朱
子
学

に
従
っ
て
「
格
物
窮
理
」
を
試
み
た
が
失
敗
し
、
自
分
に
は
聖
人
に
な
る
力
量

は
な
い
と
嘆
息
し
た
と
い
う

（
２
）

。

　

そ
の
王
守
仁
は
後
年
「
致
良
知
」
説
を
唱
え
、
い
わ
ゆ
る
陽
明
学
（
王
学
）

の
創
唱
者
と
な
っ
た
が
、
で
は
彼
は
ど
の
よ
う
な
聖
人
論
を
展
開
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
主
題
で
あ
る
。

　

さ
て
、
先
行
研
究
で
は
王
守
仁
聖
人
論
の
特
色
と
し
て
、
心
・
良
知
の
意
義

の
徹
底
的
な
強
調
、
聖
人
も
過
ち
を
犯
す
こ
と
、
聖
人
と
常
人
の
平
等
、
な
ど

を
挙
げ
て
い
る

（
３
）

。
し
か
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
言
え
ば
朱
熹
や
陸
九
淵
な
ど
も

言
及
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
王
守
仁
の
独
創
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
朱
熹
は
、
「
聖
人
も
や
は
り
人
だ
。
ど
う
し
て
人
と
異
な
ろ
う
か
〔
聖

人
亦
人
耳
、
豈
有
異
於
人
哉
。
〕
」
（
『
孟
子
集
注
』
巻
八
「
儲
子
曰
」
章
）
と
述
べ

て
い
る

（
４
）

。
王
守
仁
の
聖
人
像
が
朱
熹
ら
と
異
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
特
色
は
先

行
研
究
の
指
摘
と
は
ま
た
別
の
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
王
守
仁
の
聖
人
論
を

分
析
し
、
そ
の
特
色
を
示
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
の
把
握

を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
聖
人
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
は
、
そ
の

儒
者
に
と
っ
て
の
理
想
的
人
間
像
を
論
ず
る
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
お
の

聖人の行いは初めより人情に遠からず―王守仁の聖人像

　
　
　

聖
人
の
行
い
は
初
め
よ
り
人
情
に
遠
か
ら
ず

　
　
　
　

　

―
王
守
仁
の
聖
人
像　
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ず
と
論
者
の
人
間
観
が
投
影
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
王
守
仁
思
想
全

体
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

一
．
万
世
万
人
の
規
範
で
は
な
い
聖
人

　
　
　
　
　
　

―
「
見
在
」
に
生
き
る
聖
人
像

―

　

本
節
で
は
、
王
守
仁
の
聖
人
観
の
特
色
を
検
討
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
ま

ず
次
の
一
条
を
見
て
み
た
い
。

①
馬
子
莘
問
、
修
道
之
教
、
舊
説
謂
、
聖
人
品
節
吾
性
之
固
有
、
以
爲
法
於

天
下
、
若
禮
樂
刑
政
之
屬
。
此
意
如
何
。
先
生
曰
、
道
卽
性
卽
命
、
本
是

完
完
全
全
、
增
減
不
得
、
不
假
修
飾
的
。
何
須
要
聖
人
品
節
。
却
是
不
完

全
的
物
件
。
禮
樂
刑
政
是
治
天
下
之
法
、
固
亦
可
謂
之
教
、
但
不
是
子
思

本
旨
。
（
『
伝
習
録
』
上
・
128
条
）

　

馬
子
莘
（
馬
明
衡
）
が
質
問
し
た
。
「
（
『
中
庸
』
首
章
に
）「
道
を
脩
め
る
、

之
を
教
（
と
謂
ふ
）
」
と
あ
り
、
旧
説
で
は
、
自
己
の
性
に
本
来
具
わ
っ

て
い
る
も
の
を
聖
人
が
「
品
節
」
（
序
列
づ
け
）
し
て
、
そ
れ
を
天
下
の
法

制
と
し
た
の
が
礼
楽
刑
政
だ
、と
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
」
。
先
生
は
言
わ
れ
た
。
「
道
は
性
そ
の
も
の
、
（
性
は
）
命
そ
の
も

の
だ
、
そ
も
そ
も
完
全
無
欠
で
増
す
こ
と
も
減
ら
す
こ
と
も
で
き
な
け
れ

ば
、
飾
り
立
て
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
だ
。
ど
う
し
て
聖
人
に
よ
る
序

列
づ
け
が
必
要
な
の
か
。
そ
れ
は
む
し
ろ
不
完
全
な
こ
と
な
の
だ
。
礼
楽

刑
政
は
天
下
統
治
の
法
で
あ
っ
て
、
確
か
に
「
教
」
と
言
え
る
が
、
（
そ

れ
は
）
子
思
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
の
だ
」
。

　

本
条
で
王
守
仁
が
批
判
し
て
い
る
「
旧
説
」
と
は
、
『
中
庸
』
首
章
（
以
下
、

『
中
庸
』
は
朱
熹
『
章
句
』
の
分
章
に
よ
り
示
す
。
）「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、

脩
道
之
謂
敎
。
」
に
か
か
る
朱
熹
『
章
句
』
の
「
聖
人
因
人
物
之
所
當
行
者
而

品
節
之
、
以
爲
法
於
天
下
、
則
謂
之
敎
。
若
禮
樂
刑
政
之
屬
、
是
也
。
」
と
い

う
部
分
で
あ
る
。
聖
人
が
人
や
物
を
序
列
づ
け
た
、と
い
う
朱
注
を
「
不
完
全
」

と
し
、
「
礼
楽
刑
政
」
が
「
治
天
下
之
法
」
で
あ
り
、
「
教
」
で
あ
る
こ
と
は
認

め
つ
つ
も
、
そ
れ
は
子
思
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
、
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
聖
人
に
よ
る
序
列
づ
け
や
、
「
治
天
下
之
法
」
を
聖
人
の
要

件
と
す
る
こ
と
へ
の
否
定
、
或
い
は
そ
れ
ら
を
無
条
件
に
受
け
容
れ
る
こ
と
へ

の
批
判
が
王
守
仁
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
聖
人
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
無
条
件
に
受
け
容
れ
な
い
と
い

う
点
で
、
そ
の
「
言
」
を
め
ぐ
る
次
の
二
つ
の
主
張
も
興
味
深
い
。

②
夫
學
貴
得
之
心
。
求
之
於
心
而
非
也
、
雖
其
言
之
出
於
孔
子
、
不
敢
以
爲

是
也
。
而
況
其
未
及
孔
子
者
乎
。
求
之
於
心
而
是
也
、
雖
其
言
之
出
於
庸

常
、
不
敢
以
爲
非
也
。
（
『
伝
習
録
』
中
「
答
羅
整
庵
少
宰
書
」
）

　

学
問
は
得
心
す
る
こ
と
を
貴
ぶ
。
（
自
己
の
）
心
に
照
ら
し
て
正
し
く
な

け
れ
ば
、
孔
子
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
し
て
も
決
し
て
正
し
い
と
は
し
な
い
。

孔
子
に
及
ば
な
い
者
で
あ
る
な
ら
尚
更
で
あ
る
。
（
自
己
の
）
心
に
照
ら

し
て
正
し
け
れ
ば
、
平
凡
な
者
の
発
言
で
あ
っ
て
も
正
し
く
な
い
と
は
し

な
い
。

　

こ
こ
で
は
是
非
の
判
断
を
自
己
の
心
に
照
ら
す
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
が
、

最
も
注
目
す
べ
き
は
、
孔
子
の
言
葉
で
あ
っ
て
も
全
て
正
し
い
と
は
し
な
い
こ

と
を
大
胆
に
も
明
言
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
己
の
心
の
判
断
を
優
先

し
、
聖
人
の
言
葉
で
あ
っ
て
も
絶
対
視
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
庸

常
」
（
常
人
）
の
言
も
心
に
照
ら
し
て
聖
人
同
様
に
評
価
さ
れ
る
可
能
性
を
持

つ
と
い
う
。

③
聖
賢
垂
訓
、
固
有
書
不
盡
言
、
言
不
盡
意
者
。
凡
看
經
書
、
要
在
致
吾
之
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良
知
、
取
其
有
益
於
學
而
已
。
則
千
經
萬
典
顛
倒
縱
横
、
皆
爲
我
之
所
用
。

一
渉
拘
執
比
擬
、
則
反
爲
所
縛
。
（
『
王
文
成
公
全
書
』
（
以
下
、『
全
書
』
と
略
）

巻
之
六
「
答
季
明
徳
」
）

　

聖
賢
の
垂
れ
た
教
え
も
、
本
来
は
「
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽

く
さ
ず
」
（
『
易
』
繋
辞
上
）
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
経
書
を
読
む
と
き

は
、
自
己
の
良
知
を
発
揮
し
て
、
学
問
に
有
益
な
も
の
を
取
る
こ
と
を
求

め
る
こ
と
こ
そ
が
肝
心
だ
。
そ
う
す
れ
ば
経
典
と
い
う
経
典
を
自
由
自
在

（
に
扱
っ
て
）
、す
べ
て
私
の
道
具
と
な
る
。
少
し
で
も
（
経
書
の
言
葉
に
）

固
執
し
模
倣
す
れ
ば
、
（
そ
れ
に
）
縛
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 
 

③
で
も
、
経
書
を
読
む
に
は
、
自
己
の
学
に
と
っ
て
益
に
な
る
部
分
さ
え
取

れ
ば
い
い
と
い
う
。
尊
崇
す
べ
き
経
書
を
「
顛
倒
縱
横
」
す
れ
ば
「
我
之
所
用
」

と
な
る
と
言
う
と
き
、
彼
に
お
い
て
は
、
経
書
は
そ
の
一
言
一
句
ま
で
も
無
条

件
に
受
け
容
れ
な
く
て
も
よ
い
存
在
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
聖
人
の
制
作
し
た
「
礼
楽
刑
政
」
や
、
「
聖
賢
垂
訓
」
や

孔
子
の
「
言
」
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
①
で
は
「
礼
楽
刑
政
」
が
「
治
天
下
之
法
」
、
つ
ま
り
制
度
化
・
規
範

化
さ
れ
、
③
の
「
垂
訓
」
に
つ
い
て
は
、
「
経
書
」
云
々
と
あ
る
よ
う
に
そ
れ

が
権
威
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
万
人
に
と
っ
て
極
め
て
尊
貴
で
、

無
条
件
に
仰
ぎ
従
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

お
よ
そ
、
万
人
が
仰
ぎ
従
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
存
在
は
、
結
果
と
し
て
国

家
・
社
会
の
規
範
（
制
度
）
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
万
人
が
仰
ぎ

従
う
存
在
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
を
持
つ
存
在
な
ら
、
そ
れ
を
「
治
天
下
」

に
活
か
さ
な
い
手
は
な
い
。
「
礼
楽
刑
政
」
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

「
聖
人
垂
訓
」
も
「
経
書
」
と
し
て
公
的
権
威
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
周
知
の

ご
と
く
、
孔
子
の
言
行
を
収
録
し
た
『
論
語
』
も
「
四
書
」
の
一
つ
と
し
て
科

挙
の
試
験
科
目
と
し
て
国
家
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
元
来
、

過
去
の
生
身
の
聖
人
の
制
作
し
た
礼
楽
や
生
き
生
き
と
し
た
言
葉
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
国
家
的
・
社
会
的
権
威
を
備
え
て
規
範
（
制
度
）
化
さ
れ
た
。

　

つ
ま
り
、
王
守
仁
が
朱
熹
の
聖
人
像
に
お
い
て
否
定
せ
ん
と
し
た
も
の
は
、

こ
の
よ
う
な
、
万
人
が
仰
ぎ
従
う
べ
き
規
範
・
制
度
的
存
在
と
し
て
の
側
面
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
像
は
、
「
規
範
と
し
て
の
聖
人
」
と
い
っ

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
そ
の
朱
熹
の
聖
人
観
に
つ
い
て
い
ま
少
し
検
討
を
試
み
た
い

（
５
）

。
『
朱

子
文
集
』
巻
三
十
八
「
答
周
益
公
（
三
）
」
に
は
、

④
以
道
爲
迂
遠
疎
闊
而
不
必
學
耶
。
則
道
之
在
天
下
、
君
臣
父
子
之
間
、
起

居
動
息
之
際
、
皆
有
一
定
之
明
法
、
不
可
頃
刻
而
暫
廢
。
故
聖
賢
有
作
、

立
言
垂
訓
以
著
明
之
、
巨
細
精
粗
、
無
所
不
備
。

　

道
を
現
実
離
れ
し
て
空
疎
な
も
の
と
し
て
、
必
ず
し
も
学
ぶ
必
要
は
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
「
道
」
が
天
下
に
顕
現
す
る
に
は
、
君
臣
父
子
の
あ
い

だ
（
の
関
係
）
、
起
居
や
動
静
に
お
い
て
、
す
べ
て
こ
れ
と
決
ま
っ
た
明

白
な
規
範
が
あ
っ
て
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
時
間
で
あ
っ
て
も
捨
て
去
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
聖
賢
が
登
場
し
て
か
ら
は
、
（
主
張
を
）
述
べ

て
教
え
を
垂
れ
て
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
巨
細
精
粗
（
と
い
っ
た

様
々
に
異
な
る
状
況
）
に
も
、
対
応
で
き
な
い
も
の
は
な
い
。

と
い
う
。
朱
熹
に
お
い
て
は
、
聖
人
（
聖
賢
）と
そ
の
「
君
臣
父
子
」
の
関
係
や
「
立

言
垂
訓
」
「
起
居
動
息
」
な
ど
は
、
万
世
万
人
の
普
遍
的
規
範
、
す
な
わ
ち
「
一

定
之
明
法
」
、
こ
れ
と
決
ま
っ
た
（
＝
「
一
定
」
の
）
規
範
と
し
て
存
在
す
る
。

聖
人
は
天
地
万
物
に
遍
在
す
る
「
道
」
を
完
全
に
体
現
し
た
人
物
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
そ
の
発
言
や
行
為
は
万
世
万
人
が
仰
ぎ
従
う
べ
き
普
遍
的
規
範
と
な

り
、
「
法
を
天
下
に
為
す
」
（
前
引
『
中
庸
章
句
』
）
の
で
あ
る

（
６
）

。
そ
し
て
、
規
範

聖人の行いは初めより人情に遠からず―王守仁の聖人像
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と
し
て
の
聖
人
は
万
世
万
人
の
正
し
い
在
り
方
の
普
遍
的
で
唯
一
の
基
準
と
な

り
、
そ
の
規
範
の
修
得
の
程
度
に
よ
っ
て
人
に
は
優
劣
の
差
が
生
じ
て
く
る
。

①
に
い
う
「
品
節
」
が
求
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
④
の
「
一
定
之
明
法
」
と
い
う
語
に
注
目
し
た
い
。
そ
も
そ

も
「
一
定
」
の
「
法
」
と
さ
れ
る
も
の
は
、
万
世
万
人
に
も
通
じ
る
普
遍
妥
当

性
を
備
え
て
い
る
。
朱
熹
は
「
天
地
と
聖
人
は
全
く
同
じ
〔
天
地
與
聖
人
都
一

般
〕
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
九
十
八
・
６
条
）
と
、
聖
人
の
あ
り
方
の
普
遍
妥
当
性
を

認
め
る
。
普
遍
妥
当
性
が
あ
る
の
で
、
個
人
や
時
代
の
状
況
の
違
い
に
左
右
さ

れ
ず
、
万
世
万
人
に
と
っ
て
「
一
定
」
の
準
則
と
な
る
。
「
一
定
」
で
あ
れ
ば
、

最
早
そ
こ
に
変
化
は
起
こ
（
っ
て
は
な
）
ら
な
い
。
そ
れ
は
完
成
し
た
存
在
と

言
う
こ
と
が
で
き
、
規
範
（
制
度
）
と
す
る
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。
朱
熹
に
お
い

て
、
完
成
さ
れ
た
聖
人
が
重
要
で
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
規
範
と
そ
れ
を
体

現
し
た
存
在
が
不
可
欠
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
規
範
と
し
て
の
聖
人
像
を
否
定
し
た
そ
の
向
こ
う
に
、

王
守
仁
は
ど
の
よ
う
な
聖
人
像
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
特
色
が
よ
く

現
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
『
伝
習
録
』
下
・
81
条
と
『
伝
習
録
』
上
・
24

条
を
検
討
し
よ
う
。

⑤
先
生
曰
、
誠
是
實
理
、
只
是
一
箇
良
知
。
實
理
之
妙
用
流
行
就
是
神
、
其

萌
動
處
就
是
幾
。
誠
、
神
、
幾
曰
聖
人
。
聖
人
不
貴
前
知
。
禍
福
之
來
、

雖
聖
人
有
所
不
免
。
聖
人
只
是
知
幾
、
遇
變
而
通
耳
。
良
知
無
前
後
、
只

知
得
見
在
的
幾
、
便
是
一
了
百
了
。
…
…
（
『
伝
習
録
』
下
・
81
条
）

　

先
生
は
言
わ
れ
た
。
「
誠
と
は
実
理
で
、
良
知
に
他
な
ら
な
い
。
実
理
の

絶
妙
な
働
き
と
発
露
し
て
ゆ
き
わ
た
る
の
が
「
神
」
、
そ
の
動
き
は
じ
め

が
「
幾
」
だ
。
「
誠
、
神
、
幾
を
聖
人
と
い
う
」
（
周
敦
頤
『
通
書
』
聖
第
四
）
。

聖
人
は
「
前
知
」
（
『
中
庸
』
第
二
十
四
章
）
す
る
こ
と
を
貴
ば
な
い
。
禍
い

や
幸
福
の
訪
れ
は
、
聖
人
で
も
避
け
ら
れ
な
い
。
聖
人
は
「
幾
を
知
り
」

（
『
易
』
繫
辞
下
）
、
変
化
に
対
し
て
そ
れ
に
よ
く
通
暁
す
る
だ
け
な
の
だ
。

良
知
に
は
前
後
（
と
い
う
区
別
）
は
な
く
、
「
見
在
」
（
眼
前
の
現
実
）
の

幾
を
知
り
さ
え
す
れ
ば
、
何
で
あ
れ
正
し
く
対
応
で
き
る
。

⑥
問
、
聖
人
應
變
不
窮
、
莫
亦
是
預
先
講
求
否
。
先
生
曰
、
如
何
講
求
得
許
多
。

聖
人
之
心
如
明
鏡
、
只
是
一
箇
明
、
則
隨
感
而
應
、
無
物
不
照
。
未
有
已

往
之
形
尚
在
、
未
照
之
形
先
具
者
。
…
…
周
公
制
禮
作
樂
以
文
天
下
、
皆
聖

人
所
能
爲
、
堯
舜
何
不
盡
爲
之
而
待
於
周
公
。
孔
子
刪
述
六
經
以
詔
萬
世
、

亦
聖
人
所
能
爲
、
周
公
何
不
先
爲
之
而
有
待
於
孔
子
。
是
知
聖
人
遇
此
時
、

方
有
此
事
。
只
怕
鏡
不
明
、
不
怕
物
來
不
能
照
。（
『
伝
習
録
』
上
・
24
条
）

　

質
問
し
た
。
「
聖
人
は
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
窮
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
あ
ら
か
じ
め
研
究
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
先
生

は
言
わ
れ
た
。
「
ど
う
し
て
多
く
の
こ
と
を
研
究
で
き
よ
う
か
。
聖
人
の

心
は
（
一
点
の
曇
り
も
な
い
）
明
澄
な
鏡
の
よ
う
で
あ
り
、
全
く
明
澄
で

あ
る
の
で
、
（
対
象
＝
他
者
に
）
あ
る
が
ま
ま
に
感
応
し
て
、
い
か
な
る

対
象
で
あ
れ
映
し
出
さ
な
い
（
対
応
し
な
い
）
も
の
は
な
い
。
す
で
に
過

ぎ
去
っ
た
対
象
の
形
（
物
事
）
を
い
つ
ま
で
も
留
め
る
（
固
執
す
る
）
こ

と
な
く
、
ま
だ
映
っ
て
も
い
な
い
対
象
の
形
（
物
事
）
を
先
立
っ
て
具
え

る
（
先
取
す
る
）
こ
と
も
な
い
。
…
…
周
公
旦
が
礼
楽
を
制
作
し
て
天
下

を
文
明
化
し
た
の
は
、
聖
人
の
事
業
で
あ
る
が
、
堯
や
舜
は
な
ぜ
、
（
同

じ
聖
人
で
あ
る
の
に
）
何
も
か
も
し
て
や
ら
ず
に
周
公
を
待
っ
た
の
か
。

孔
子
が
六
経
を
刪
述
し
て
万
世
に
教
え
を
垂
れ
た
の
も
聖
人
の
事
業
、
周

公
は
な
ぜ
、
（
同
じ
聖
人
で
あ
る
の
に
）
先
に
し
て
や
ら
な
い
で
孔
子
を

待
っ
た
の
か
。
（
こ
の
こ
と
か
ら
）
聖
人
は
そ
の
時
代
に
際
会
し
た
か
ら

こ
そ
、
そ
の
事
業
を
な
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
（
聖
人
は
）
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鏡
の
明
澄
で
な
い
こ
と
を
こ
そ
恐
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
対
象
を
映
せ
な
い

（
事
業
を
為
せ
な
い
）
こ
と
を
恐
れ
な
か
っ
た
の
だ
」
。

　

⑤
で
は
、
聖
人
は
「
前
知
」
す
る
こ
と
を
尊
ば
な
い
と
い
う
。
重
視
す
べ
き

は
「
禍
福
」
が
否
応
な
く
降
り
か
か
る
眼
前
の
生
々
し
い
現
実
で
し
か
な
い
。

聖
人
は
そ
の
現
実
の
な
か
で
「
幾
」
を
知
り
、「
変
に
通
ず
る
」
だ
け
だ
、と
い
う
。

そ
し
て
こ
の
論
を
一
般
化
し
て
、
そ
も
そ
も
良
知
は
「
前
後
」
の
区
別
に
固
執

せ
ず
、
「
見
在
」
の
「
幾
」
を
知
る
だ
け
だ
と
い
う
。
こ
の
「
見
在
」
と
い
う

語
に
つ
い
て
は
、
聖
人
論
に
限
ら
ず
彼
の
思
想
の
本
質
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

例
え
ば
「
ひ
た
す
ら
こ
の
心
を
常
に
見
在
に
向
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
「
学
」
だ

〔
只
存
得
此
心
常
見
在
、
便
是
學
。
〕
」
（
『
伝
習
録
』
上
・
80
条
）
と
も
述
べ
て
い

る
（
７
）

。
つ
ま
り
王
守
仁
聖
人
論
最
大
の
特
色
は
、
こ
の
「
見
在
」
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。

　

「
見
在
」
、
す
な
わ
ち
「
今
、
こ
こ
」
の
現
実
と
は
一
回
性
の
も
の
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
同
じ
状
態
が
再
起
し
な
い
絶
え
間
な
い
変
化
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ

は
、
眼
前
で
展
開
さ
れ
る
生
々
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
見
在
」
＝

現
実
に
生
き
る
聖
人
の
姿
こ
そ
、
彼
の
聖
人
論
の
根
幹
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

同
様
の
発
想
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
の
が
⑥
で
あ
る
。
聖
人
の
心
は
「
明

鏡
」
さ
な
が
ら
に
全
く
明
澄
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
未
有
已
往
之
形
尚
在
、
未
照

之
形
先
具
者
」
で
あ
る
よ
う
に
、
過
去
の
出
来
事
に
固
執
せ
ず
、
未
来
の
こ
と

を
先
取
り
し
な
い
。
「
見
在
（
の
幾
）
」
を
と
ら
え
る
適
切
な
対
応
に
注
力
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
事
業
も
そ
う
で
あ
っ
て
、
後
世
の
た
め
と
か
、
前
代
の
聖

人
の
継
承
と
い
っ
た
こ
と
は
心
に
留
め
な
い
。
そ
れ
は
「
聖
人
は
そ
の
時
代
に

際
会
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
事
業
を
な
し
た
〔
聖
人
遇
此
時
、
方
有
此
事
〕
」

の
一
言
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　

従
っ
て
そ
こ
に
関
係
し
て
生
き
る
聖
人
の
制
作
し
た
礼
や
、
発
せ
ら
れ
た
言

葉
も
そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
状
況
の
産
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
が
後
世
の

人
々
が
置
か
れ
た
状
況
に
お
い
て
も
常
に
適
切
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
考
え

る
に
、
変
化
す
る
生
々
し
い
現
実
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
は
る
か
古
代
を
生
き

た
人
間
の
言
葉
や
制
度
を
規
範
と
し
て
墨
守
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
無
理
と
い
う

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
古
の
聖
人
の
制
作
し
た
も
の
や
そ
の
言
葉

の
す
べ
て
を
、
万
世
万
人
が
仰
ぎ
従
う
べ
き
規
範
と
し
て
み
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
る
。
①
②
の
王
守
仁
の
大
胆
な
発
言
も
こ
の
「
見
在
」
重
視
に
根
ざ
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
「
見
在
」
に
生
き
る
聖
人
像
を
確
立
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
範
と
し
て
の
聖
人
像
と
異
な
る
新
し
い
聖
人
像
を
創
出

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

二
．
常
人
と
「
相
助
」
す
る
聖
人

　
　
　
　
　

―
本
体
と
工
夫
の
両
側
面
に
お
け
る
凡
聖
の
接
近

―

　

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
聖
人
が
「
見
在
」
す
な
わ
ち
現
実
の
た
だ
中
を

生
き
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
従
来
の
儒
教
聖
人
論
に

お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
は
な
い
の
か
、と
の
疑
問
も
生
ま
れ
よ
う
。

例
え
ば
陸
九
淵
は
、
「
過
ち
は
古
の
聖
賢
で
あ
っ
て
も
免
れ
な
か
っ
た
〔
過
者
、

雖
古
之
聖
賢
有
所
不
免
〕
」
と
述
べ
て
い
る

（
８
）

。
道
学
に
お
い
て
も
、
聖
人
は
絶

対
者
で
は
な
い
生
身
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
限
っ
て
言
え
ば
、
特
に
新

味
の
あ
る
発
想
と
は
言
え
な
い
。

　

と
な
る
と
、
王
守
仁
の
聖
人
が
「
見
在
」
を
生
き
た
存
在
で
あ
っ
た
と
言
う

と
き
、
そ
れ
と
の
関
わ
り
方
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な

ろ
う
。
本
節
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

　

さ
て
、
見
在
に
生
き
る
際
に
は
、
自
己
を
取
り
巻
く
現
実
の
人
や
物
に
働
き

聖人の行いは初めより人情に遠からず―王守仁の聖人像
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か
け
、
対
応
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
工
夫
」
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
王
守
仁
聖
人
論
に
お
け
る
「
工
夫
」
に
つ
い

て
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。

　

『
中
庸
』
第
二
十
章
「
或
生
而
知
之
、
或
學
而
知
之
、
或
困
而
知
之
、
及
其

知
之
一
也
。
或
安
而
行
之
、
或
利
而
行
之
、
或
勉
強
而
行
之
、
及
其
成
功
一
也
。
」

を
め
ぐ
る
問
答
を
載
せ
る
、
『
伝
習
録
』
下
・
91
条
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

⑦
先
生
曰
、･

･
･
･
･
･

如
欲
孝
親
、
生
知
安
行
的
、
只
是
依
此
良
知
、
實
落

盡
孝
而
已
。･

･
･
･
･
･

至
於
困
知
勉
行
者
、
蔽
錮
已
深
、
雖
要
依
此
良
知

去
孝
、
又
爲
私
欲
所
阻
、
是
以
不
能
、
必
須
加
人
一
己
百
、
人
十
己
千
之

功
、
方
能
依
此
良
知
以
盡
其
孝
。
聖
人
雖
是
生
知
安
行
、
然
其
心
不
敢
自

是
、
肯
做
困
知
勉
行
的
工
夫
。
困
知
勉
行
的
、
却
要
思
量
做
生
知
安
行
的

事
、
怎
生
成
得
。

　

先
生
は
言
わ
れ
た
。
「
…
…
親
孝
行
し
た
い
場
合
、
「
生
知
安
行
」
（
の
人
）

は
、
こ
の
良
知
に
依
拠
し
て
着
実
に
孝
を
尽
く
す
ば
か
り
だ
。
…
…
「
困

知
勉
行
」
の
人
は
、す
で
に
ひ
ど
く
蔽
わ
れ
塞
が
れ
て
お
り
、
良
知
に
よ
っ

て
孝
行
し
よ
う
に
も
、
私
欲
に
阻
ま
れ
る
の
で
実
践
で
き
な
く
な
る
か
ら
、

必
ず
や
「
人
一
な
れ
ば
己
れ
百
、
人
十
な
れ
ば
己
れ
千
」（
『
中
庸
』
第
二
十
章
）

の
努
力
を
し
て
は
じ
め
て
こ
の
良
知
に
依
っ
て
孝
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き

る
。
聖
人
は
「
生
知
安
行
」
だ
が
、
そ
の
心
は
独
り
善
が
り
で
は
な
い
の

で
、
進
ん
で
「
困
知
勉
行
」
の
工
夫
を
す
る
。
困
知
勉
行
（
の
人
）
で
あ

る
の
に
生
知
安
行
（
の
人
）
の
事
業
を
し
よ
う
と
思
う
な
ら
、
一
体
何
を

成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
の
か
」
。

　

本
条
で
は
聖
人
の
工
夫
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
聖
人
は
「
生
知
」
で
あ
る

が
、
「
自
是
」
（
独
り
善
が
り
）
と
い
う
過
ち
を
避
け
る
べ
く
、
進
ん
で
「
困
知

勉
行
」
の
工
夫
を
す
る
と
い
う
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
聖
人
も
「
自
是
」
に
陥
ら
な
い
た
め
に
「
蔽
錮
已

に
深
」
い
者
、
つ
ま
り
常
人
が
行
う
「
困
知
勉
行
」
の
工
夫
を
進
ん
で
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
「
生
知
安
行
」
の
工
夫
の
み

を
す
る
の
で
は
な
い
。
工
夫
に
お
い
て
聖
人
と
常
人
と
は
同
じ
に
な
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

工
夫
は
「
見
在
」
に
お
い
て
行
わ
れ
る
以
上
、
王
守
仁
に
お
い
て
は
、「
見
在
」

を
通
じ
て
の
凡
聖
の
同
一
、
或
い
は
接
近
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
言
え
よ

う
。
聖
人
が
「
困
知
勉
行
」
や
「
学
知
」
と
い
う
常
人
の
工
夫
に
も
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
は
、
聖
人
の
工
夫
の
可
能
性
が
拡
が
る
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
は

常
人
の
工
夫
と
重
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
聖
人
の
工
夫
を
常

人
の
域
に
ま
で
引
き
下
げ
た
こ
と
が
そ
の
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
宋
代
道
学
の
聖
人
論
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
で
よ
り
一
層
明

ら
か
に
な
る
。
本
稿
の
「
序
」
に
も
挙
げ
た
朱
熹
が
そ
う
で
あ
る
が
、
道
学
に

お
い
て
も
常
人
と
聖
人
が
人
と
し
て
同
じ
で
あ
る
、
或
い
は
同
じ
心
を
持
つ
と

主
張
す
る
。
「
聖
人
学
ん
で
至
る
べ
し
」
を
理
念
と
し
て
掲
げ
る
以
上
、
そ
れ

は
前
提
と
し
て
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
聖
人
の
工
夫
が
常
人
と
同

じ
域
に
あ
る
と
は
認
め
な
い
。
例
え
ば
陸
九
淵
も
朱
熹
ら
と
同
様
に
、
聖
人
の

工
夫
と
常
人
の
工
夫
は
ま
っ
た
く
別
次
元
の
も
の
と
し
て
い
る

（
９
）

。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
聖
人
の
工
夫
を
常
人
の
域
に
ま
で
引
き
下
げ
た
こ
と
こ
そ
、
王
守
仁
聖
人

論
の
従
来
に
な
い
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う

）
10
（

。

　

以
上
の
こ
と
を
、
別
の
観
点
か
ら
も
検
討
し
て
お
き
た
い
。
や
は
り
『
中
庸
』

第
二
十
章
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。

⑧
先
生
曰
、
聖
人
亦
是
學
知
、
衆
人
亦
是
生
知
。
問
曰
、
何
如
。
曰
、
這
良

知
人
人
皆
有
、
聖
人
只
是
保
全
、
無
些
障
蔽
、
兢
兢
業
業
、
亹
亹
翼
翼
、

自
然
不
息
。
便
也
是
學
。
只
是
生
的
分
數
多
、
所
以
謂
之
生
知
安
行
。
衆
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人
自
孩
提
之
童
、
莫
不
完
具
此
知
、
只
是
障
蔽
多
、
然
本
體
之
知
自
難
泯

息
。
雖
問
學
克
治
也
、
只
憑
他
。
只
是
學
的
分
數
多
。
所
以
謂
之
學
知
利

行
。
（
『
伝
習
録
』
下
・
21
条
）

　

先
生
は
言
わ
れ
た
、
「
聖
人
も
や
は
り
「
学
ん
で
知
る
」
の
で
あ
り
、
衆

人
も
や
は
り
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
る
」
の
だ
」
。
質
問
し
た
、
「
ど

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
。
言
わ
れ
た
、
「
こ
の
良
知
は
人
な
ら
誰
も
が

持
っ
て
い
る
が
、
聖
人
は
た
だ
そ
れ
を
保
全
し
、
少
し
も
蔽
わ
れ
ず
、
戒

め
懼
れ
（
『
書
』
皋
陶
謨
）
、
倦
ま
ず
努
め
て
つ
つ
し
み
（
『
詩
』
大
雅
文
王
）
、

自
然
に
そ
れ
を
止
め
な
い
だ
け
だ
。
こ
れ
も
「
学
（
ん
で
知
る
）
」
な
の

だ
。
「
生
（
ま
れ
な
が
ら
）
」
の
割
合
が
多
い
か
ら
、
「
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
知
り
、
安
ん
じ
て
行
う
」
と
言
わ
れ
る
の
だ
。
衆
人
は
幼
子
の
こ
ろ

か
ら
こ
の
「
知
」
を
完
全
な
形
で
具
え
て
い
る
が
、
蔽
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
と
い
う
に
過
ぎ
ず
、
本
体
の
「
（
良
）
知
」
は
そ
も
そ
も
消
滅
し
難
い
。

学
問
し
（
心
を
）
克
治
す
る
に
も
、
こ
れ
（
良
知
）
に
拠
っ
て
い
け
ば
よ

い
。
「
学
」
の
割
合
が
多
い
だ
け
だ
か
ら
、「
学
ん
で
知
り
、
利
し
て
行
う
」

と
言
わ
れ
る
の
だ
」
。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
「
聖
人
も
学
知
」
「
衆
人
も
生
知
」
と
さ
れ
て
い
る
。
⑦
で

は
「
生
知
」
に
当
て
ら
れ
て
い
た
の
は
聖
人
で
あ
っ
た
が
、
⑧
で
は
衆
人
（
常

人
）
も
「
生
知
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
生
ま
れ
持
っ
た
も
の
は
同
じ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
聖
人
は
「
保
全
」
す
る
と
い
う
「
学
知
」
の
努
力
も

す
る
が
、「
生
（
知
）
」
の
「
分
数
」
が
「
多
」
い
と
さ
れ
る
。
衆
人
も
「
学
（
知
）
」

の
「
分
数
」
が
「
多
」
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
分
数
」（
割
合
）
の
違
い
で
あ
っ

て
、
凡
聖
が
そ
れ
ぞ
れ
別
次
元
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

　

こ
の
、
「
生
知
」
は
同
じ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
良
知
は
聖
人
と
常
人
と

を
問
わ
ず
誰
に
で
も
備
わ
っ
て
い
る
と
王
守
仁
自
身
が
主
張
し
た
こ
と
が
想
起

さ
れ
る
。

⑨
聖
人
氣
象
自
是
聖
人
的
、
我
從
何
處
識
認
。
…
…
聖
人
氣
象
何
由
認
得
。

自
己
良
知
原
與
聖
人
一
般
。
若
體
認
得
自
己
良
知
明
白
、
卽
聖
人
氣
象
不

在
聖
人
而
在
我
矣
。
（
『
伝
習
録
』
中
「
啓
問
道
通
書 

三
」
）

　

聖
人
の
「
気
象
（
あ
り
方
・
心
持
ち
）
」
は
そ
も
そ
も
聖
人
そ
の
人
の
も

の
で
あ
っ
て
、
私
は
何
を
手
掛
か
り
に
そ
れ
を
知
る
と
い
う
の
か
。
…
…

聖
人
の
気
象
は
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り
う
る
の
か
。
自
己
の
良
知
は
本
来

聖
人
（
の
そ
れ
）
と
同
じ
だ
。
も
し
自
己
の
良
知
を
明
白
に
体
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
ま
さ
に
聖
人
の
気
象
は
（
孔
子
な
ど
の
歴
史
上
の
）

聖
人
に
で
は
な
く
て
自
分
自
身
に
こ
そ
あ
る
（
こ
と
に
な
る
）
の
だ
。

　

彼
は
、
聖
人
の
気
象
を
自
己
の
良
知
以
外
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
。

「
自
己
の
良
知
は
そ
も
そ
も
聖
人
（
の
そ
れ
）
と
同
じ
〔
自
己
良
知
原
與
聖
人

一
般
〕
」だ
か
ら
で
あ
る
。
常
人
た
る
自
己
が
肝
心
の
良
知
の
保
有
に
お
い
て
（
歴

史
上
の
）
聖
人
と
同
じ
な
ら
そ
の
人
は
本
来
的
に
は
聖
人
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
「
聖
人
の
気
象
は
そ
も
そ
も
聖
人
そ
の
人
の
も
の
〔
聖
人
氣
象
自
是
聖
人

的
〕
」
と
、
自
己
は
自
己
、
聖
人
は
聖
人
、
と
い
う
自
他
を
そ
れ
ぞ
れ
自
立
し

た
存
在
と
し
て
み
な
す
発
想
で
あ
る
。
自
立
し
た
者
同
士
の
間
に
は
、
一
方
が

教
訓
を
垂
れ
、
一
方
が
そ
れ
を
遵
守
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
上
下
関
係
は
な
い
。

こ
の
よ
う
で
あ
る
の
も
、
良
知
を
等
し
く
有
す
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
が
ゆ
え

で
あ
る
。

　

先
に
、
工
夫
に
お
い
て
聖
人
と
常
人
は
同
じ
で
あ
る
と
分
析
し
た
。
そ
こ
に

こ
こ
で
の
、
本
体
の
凡
聖
同
一
と
い
う
こ
と
が
加
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
⑧

を
振
り
返
っ
て
、
そ
れ
を
図
式
化
す
れ
ば
「
聖
人
＝
生
知
＋
学
知
」
、
「
常
人
＝

学
知
＋
生
知
」
と
な
る
。
つ
ま
り
両
者
の
構
成
要
素
は
全
く
同
じ
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
聖
人
の
方
が
「
分
数
多
」
と
さ
れ
る
に
せ
よ
、

聖人の行いは初めより人情に遠からず―王守仁の聖人像
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聖
人
と
常
人
は
本
体
と
工
夫
の
両
側
面
に
お
い
て
極
め
て
接
近
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
凡
聖
の
関
係
が
全
人
的
に
も
極
め
て
接
近
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

　

た
だ
、
「
分
数
多
」
と
は
、
聖
人
が
常
人
に
相
対
的
に
で
は
あ
れ
優
越
す
る

こ
と
で
あ
り
、
完
全
な
対
等
を
意
味
は
し
な
い
。
し
か
し
道
学
以
上
に
両
者
の

関
係
を
接
近
、
変
化
さ
せ
た
点
に
王
守
仁
聖
人
論
の
意
義
が
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
低
い
も
の
（
常
人
）
を
上
げ
て
高
い
も
の
（
聖
人
）

を
下
げ
れ
ば
、
そ
の
両
者
の
差
が
な
く
な
る
の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
例
え
ば

②
で
「
言
」
に
お
い
て
「
庸
常
」
も
聖
人
も
対
等
に
評
価
さ
れ
る
と
あ
っ
た
が
、

凡
聖
の
心
の
同
一
だ
け
で
な
く
、
「
言
」
と
い
う
工
夫
の
レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で

同
一
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
い

か
に
凡
聖
の
本
体
の
同
一
を
主
張
し
た
と
し
て
も
、
⑦
に
見
た
よ
う
に
現
実
の

工
夫
に
お
い
て
も
同
一
の
基
盤
に
立
た
せ
な
け
れ
ば
、
結
局
凡
聖
は
懸
絶
し
た

不
平
等
な
関
係
の
ま
ま
に
終
わ
る
。
工
夫
に
お
い
て
も
聖
人
と
常
人
（
「
困
知

勉
行
」
）
が
同
一
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
本
来
性
に
お
け
る
凡
聖

の
同
一
も
活
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
典
型
と
も
い
え
る
議
論
を
見
て
お
き
た
い
。

『
伝
習
録
』
下
・
142
条
に
は
、『
論
語
』
先
進
篇
の
「
子
曰
、
回
也
非
助
我
者
也
。
」

に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
問
答
が
見
え
る
。

⑩
問
、
孔
子
曰
、
回
也
非
助
我
者
也
。
是
聖
人
果
以
相
助
望
門
弟
子
否
。
先

生
曰
、
亦
是
實
話
。
此
道
本
無
窮
盡
、
問
難
愈
多
、
則
精
微
愈
顯
。
聖
人

之
言
、
本
自
周
遍
、
但
有
問
難
的
人
胸
中
窒
礙
、
聖
人
被
他
一
難
、
發
揮

得
愈
加
精
神
。
若
顔
子
聞
一
知
十
、
胸
中
了
然
、
如
何
得
問
難
。
故
聖
人

亦
寂
然
不
動
、
無
所
發
揮
、
故
曰
非
助
。

　

質
問
し
た
。
「
孔
子
は
「
回
や
我
を
助
く
る
者
に
非
ざ
る
な
り
」
と
言
い

ま
し
た
。
聖
人
（
孔
子
）
は
や
は
り
弟
子
に
力
添
え
を
求
め
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
」
先
生
は
言
わ
れ
た
。
「
こ
れ
は
や
は
り
事
実
な
の

だ
。
こ
の
道
は
本
来
極
ま
り
尽
き
る
こ
と
は
無
く
、
質
問
や
論
難
が
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
（
道
の
）
精
緻
さ
は
ま
す
ま
す
は
っ
き
り
す
る
。
聖
人
の

言
葉
は
も
と
も
と
周
到
な
も
の
で
あ
る
が
、
質
問
や
論
難
を
抱
え
た
人
の

心
中
の
わ
だ
か
ま
り
が
、
聖
人
に
ぶ
つ
け
ら
れ
る
と
、（
聖
人
の
精
緻
さ
は
）

ま
す
ま
す
精
彩
を
放
つ
の
だ
。
顔
子
（
顔
回
）
の
よ
う
な
「
一
を
聞
い
て

十
を
知
」
（
『
論
語
』
公
冶
長
）
り
、
心
中
何
も
か
も
了
解
し
て
い
る
人
は
、

ど
う
し
て
質
問
や
論
難
を
発
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
聖
人
も
（
文

字
通
り
）「
寂
然
と
し
て
動
か
ず
」（
『
易
』
繋
辞
上
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

発
揮
す
べ
き
も
の
も
な
い
の
で
、「
助
く
る
も
の
に
非
ず
」と
言
っ
た
の
だ
。

　

王
守
仁
は
、
聖
人
孔
子
は
弟
子
か
ら
ぶ
つ
け
ら
れ
る
質
問
や
論
難
に
対
処
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
「
道
」
を
一
層
精
微
に
し
得
た
と
い
う
。
本
条

の
「
被
他
一
難
」
と
い
う
表
現
か
ら
み
て
、
こ
こ
で
の
孔
子
の
工
夫
は
「
困
知

勉
行
」
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
聖
人
が
そ
も
そ
も
完
成
さ
れ
た
存
在

で
あ
る
な
ら
、
常
人
の
持
ち
か
け
た
質
問
や
論
難
で
「
精
微
愈
顕
」
と
な
る
と

は
考
え
に
く
い
。
聖
人
は
常
人
と
の
議
論
の
中
で
「
道
」
理
解
へ
の
緻
密
さ
を

深
め
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

逆
に
、
「
聞
一
知
十
、
胸
中
了
然
」
と
さ
れ
る
顔
回
は
、
悪
い
意
味
で
「
助

く
る
者
に
非
ず
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
完
成
さ
れ
た
存
在
は
、
「
道
」
探
求

の
力
添
え
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

王
守
仁
に
お
い
て
は
、
聖
人
と
い
え
ど
も
常
人
の
存
在
な
し
に
は
い
ら
れ
な

い
、
否
、
む
し
ろ
常
人
の
力
を
借
り
て
こ
そ
聖
人
は
聖
人
た
り
得
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
聖
人
は
常
人
に
超
然
と
し
た
存
在
で
は
な
く
、
と
き
に
「
一

難
」
を
被
り
つ
つ
、
む
し
ろ
そ
れ
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
こ
そ
工
夫
し
、
「
道
」
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理
解
を
深
め
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
見
在
に
生
き
る
聖
人
の
面
目
躍
如
た
る
も
の

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
常
人
と
聖
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
⑩
の
質
問
者
の
言

を
借
り
て
「
相
助
」
関
係
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

王
守
仁
に
お
い
て
常
人
と
聖
人
は
と
も
に
「
見
在
」
を
生
き
、「
相
助
」
す
る

存
在
と
し
て
相
互
に
接
近
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
．
一
箇
の
求
道
者
と
し
て
の
聖
人

　
　
　
　
　

―
「
無
窮
尽
」
と
「
心
」

―

　

王
守
仁
に
お
い
て
は
、
聖
人
は
「
見
在
」
に
生
き
る
存
在
で
は
あ
る
が
、
し

か
し
そ
れ
は
「
今
、
こ
こ
」
さ
え
よ
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
考
え
る
刹
那
主
義

者
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
実
際
、
「
現
在
」
性
を
過
度
に
強
調
す
れ

ば
、
そ
れ
を
超
え
た
普
遍
性
や
永
遠
性
な
ど
、
本
質
的
な
こ
と
に
目
を
向
け
な

く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
も
し
彼
の
描
く
聖
人
が
そ
の
よ
う
で
な
い
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

見
在
に
生
き
る
聖
人
像
と
し
て
の
典
型
を
示
す
⑩
で
の
王
守
仁
の
発
言
は
、

「
此
道
本
無
窮
盡
、
問
難
愈
多
、
則
精
微
愈
顯
。
」と
い
う
言
葉
で
始
ま
っ
て
い
る
。

聖
人
の
工
夫
は
、「
無
窮
尽
」
な
「
道
」
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
発
言
が
極
め
て
興
味
深
い
も
の
を
示
し
て
い
る
。

⑪
義
理
無
定
在
、
無
窮
盡
。
吾
與
子
言
、
不
可
以
少
有
所
得
而
遂
謂
止
此
也
。

再
言
之
、
十
年
、
二
十
年
、
五
十
年
、
未
有
止
也
。
他
日
又
曰
、
聖
如
堯

舜
、
然
堯
舜
之
上
、
善
無
盡
。
惡
如
桀
紂
、
然
桀
紂
之
下
、
悪
無
盡
。
使

桀
紂
未
死
、
悪
寧
止
此
乎
。
使
善
有
盡
時
、
文
王
何
以
望
道
而
未
之
見
。（
『
伝

習
録
』
上
・
25
条
）

　

「
義
理
（
人
と
し
て
の
正
し
い
生
き
方
）
に
は
こ
れ
と
決
ま
っ
た
あ
り
か

は
な
く
、
極
ま
り
尽
き
る
こ
と
も
な
い
。
君
の
た
め
に
言
う
が
、
い
く
ら

か
悟
っ
た
程
度
で
、
（
義
理
と
は
）
こ
の
程
度
だ
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。

繰
り
返
す
が
、
十
年
、
二
十
年
、
五
十
年
経
っ
て
も
決
し
て
終
わ
り
と
い

う
こ
と
は
な
い
」
。
別
の
日
に
ま
た
言
わ
れ
た
。
「
聖
（
人
）
と
い
え
ば
堯
・

舜
だ
が
、
堯
・
舜
（
が
為
し
た
）
以
上
の
（
素
晴
ら
し
い
）
善
は
尽
き
る

こ
と
は
無
い
。
悪
人
と
い
え
ば
（
夏
の
暴
君
）
桀
・（
殷
の
暴
君
）
紂
だ
が
、
桀
・

紂
（
が
為
し
た
）
以
下
の
（
ひ
ど
い
）
悪
も
尽
き
る
こ
と
は
無
い
。
も
し

桀
・
紂
が
死
な
な
か
っ
た
な
ら
、
悪
は
あ
の
程
度
で
済
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
善
に
極
ま
り
尽
き
る
時
が
あ
る
な
ら
、
文
王
は
ど
う
し
て
「
道
を
望

ん
で
未
だ
之
を
見
ず
」
（
『
孟
子
』
離
婁
下
）
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
条
で
も
や
は
り
「
義
理
」
の
「
無
定
在
、
無
窮
盡
」
を
説
い
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
「
堯
舜
之
上
、
善
無
盡
」
と
い
う
語
が
目
を
引
く
。
「
堯
・
舜
（
が
為

し
た
）
よ
り
素
晴
ら
し
い
善
は
尽
き
る
こ
と
は
無
い
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
聖

人
で
さ
え
も
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
窮
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
義
理
」
は
「
望
道
」
の
句
と
文
脈
上
繋
が

る
の
で
、
「
道
」
の
別
表
現
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
聖
人
の
善
行
は
、
そ
れ
が
複
雑
な
一
回
性
の
現
実
の
中
で
な
さ
れ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
在
り
方
と
し
て
「
無
窮
尽
」
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
時
々

の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
善
へ
の
取
り
組
み
方
も
ま
た
「
無
窮
尽
」
に
変
化
す

る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
聖
人
が
何
年
生
き
よ
う
と
も
、ど
の
時
代
の
誰
に
と
っ

て
も
規
範
と
な
り
得
る
善
行
に
ま
で
窮
め
尽
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、

そ
の
意
味
で
聖
人
の
限
界
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
朱
熹
が

描
い
た
よ
う
な
道
の
体
現
者
と
し
て
の
聖
人
と
は
異
な
る
。
「
こ
の
道
は
古
か

ら
今
に
至
る
ま
で
、
終
り
も
な
く
始
め
も
な
い
〔
此
道
亘
古
亘
今
、
無
終
無
始
〕
」

（
『
伝
習
録
』
上
・
67
条
）
の
で
あ
る
。
「
堯
舜
之
上
、
善
無
盡
」
と
は
以
上
の
よ

聖人の行いは初めより人情に遠からず―王守仁の聖人像
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う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
⑪
末
尾
の
「
使
善
有
盡
時
、
文
王
何
以
望
道
而
未
之
見
」
と
い
う

一
句
か
ら
は
、
そ
の
限
界
性
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。
善

が
聖
人
に
よ
っ
て
も
窮
め
尽
く
さ
れ
得
な
い
こ
と
で
、
そ
こ
に
常
人
に
よ
る
善

探
求
の
更
な
る
可
能
性
が
開
け
る
、
と
解
釈
で
き
る
。

⑫
道
之
全
體
、
聖
人
亦
難
以
語
人
、
須
是
學
者
自
修
自
悟
。
顏
子
雖
欲
從
之

末
由
也
已
、
卽
文
王
望
道
未
見
意
、
望
道
未
見
、
乃
是
眞
見
。
（
『
伝
習
録
』

上
・
82
条
）

　

道
の
全
体
は
、
聖
人
で
あ
っ
て
も
人
に
説
明
し
難
い
も
の
だ
。
学
ぶ
者
は

自
ら
修
得
し
自
ら
悟
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
顔
子
の
「
之
に
従
は
ん
と
欲

す
と
雖
も
由
る
末
き
の
み
（
孔
子
の
教
え
に
従
お
う
に
も
手
掛
か
り
が
な
い
）
」

（
『
論
語
』
子
罕
）
と
は
、
つ
ま
り
は
「
文
王
道
を
望
ん
で
未
だ
見
ず
」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
道
」
を
遠
望
し
て
も
ま
だ
見
え
な
い
（
と
自
覚

す
る
）
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
真
に
（
「
道
」
を
）
見
た
と
い
う
も
の
だ
。

　

聖
人
で
あ
っ
て
も
現
実
に
お
け
る
道
の
す
べ
て
を
説
明
し
尽
く
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
道
は
「
無
窮
尽
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
聖
人
に
頼
ら
ず
常
人

が
自
分
自
身
で
道
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
ま
た
そ
れ
は
可
能
で

あ
る
。「
自
修
自
悟
」
と
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
常

人
の
聖
人
か
ら
の
自
立
と
い
う
点
で
は
⑨
の
発
想
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る

）
11
（

。

　

以
上
か
ら
、
王
守
仁
に
お
い
て
は
、
堯
、
舜
、
文
王
、
孔
子
と
い
っ
た
聖
人

と
い
え
ど
も
、
窮
め
尽
く
し
得
な
い
道
の
前
に
、
常
人
と
同
様
、
一
箇
の
求
道

者
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
聖
人
の
刹
那
主
義
者
な
ら
ざ
る
点
は
ま
さ
に
そ
こ
に
こ
そ
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
窮
め
尽
く
し
得
な
い
道
を
な
お
窮
め
よ
う
と
求
め
続
け
る
求

道
者
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
⑪
に
「
十
年
、
二
十
年
、

五
十
年
」
で
も
道
の
探
求
を
「
止
」
め
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
た
り
、
次
の
⑬

に
も
「
千
変
万
化
」
す
る
「
天
下
之
事
」
に
も
、
「
此
心
之
一
理
」
で
対
応
す

る
と
あ
る
が
、
そ
れ
も
「
此
心
之
一
理
」
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
軸
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
「
千
変
万
化
」
す
る
見
在
に
お
い
て
も
過
つ
こ
と
な
く
、
「
止
」
む
こ
と

な
く
、
道
の
探
求
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
求
道
者

の
根
本
に
あ
る
の
は
そ
の
人
の
「
心
」
と
分
か
る
。

　

一
方
⑦
で
は
、
聖
人
が
「
困
知
勉
行
」
の
工
夫
を
す
る
理
由
と
し
て
、
彼
が

「
自
是
」
（
独
り
善
が
り
）
に
陥
ら
な
い
た
め
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
そ
れ

は
こ
の
求
道
者
と
し
て
の
姿
勢
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う

）
12
（

。
そ
し
て
反
対
に
、
こ

の
「
自
是
」
こ
そ
ま
さ
に
自
己
の
現
状
に
満
足
し
己
惚
れ
て
、
更
な
る
道
の
探

求
を
怠
っ
た
者
の
姿
に
他
な
ら
な
い

）
13
（

。

　

以
上
分
析
し
て
き
た
点
に
つ
い
て
、
「
子
曰
、
君
子
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
、

亦
可
以
弗
畔
矣
夫
。
」
（
『
論
語
』
雍
也
・
顔
淵
）
に
触
れ
た
次
の
論
説
は
、
そ
の

背
景
が
何
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

⑬
昔
者
、
顏
子
之
始
學
於
夫
子
也
、
蓋
亦
未
知
道
之
無
方
體
形
像
也
、
而
以

爲
有
方
體
形
像
也
。
未
知
道
之
無
窮
盡
止
極
也
、
而
以
爲
有
窮
盡
止
極
也
。

是
猶
後
儒
之
見
事
事
物
物
皆
有
定
理
者
也
。
…
…
其
所
謂
及
聞
夫
子
博
約

之
訓
、
既
竭
吾
才
以
求
之
、
然
後
知
天
下
之
事
雖
千
變
萬
化
、
而
皆
不
出

於
此
心
之
一
理
、
…
…
然
後
知
斯
道
之
本
無
方
體
形
像
、
而
不
可
以
方
體

形
像
求
之
也
、
本
無
窮
盡
止
極
、
而
不
可
以
窮
盡
止
極
求
之
也
。
故
曰
、

雖
欲
從
之
末
由
也
已
。
蓋
顏
子
至
是
而
始
有
眞
實
之
見
矣
。
（
『
全
書
』
巻

之
七
「
博
約
説
」
）

　

昔
、
顔
子
が
孔
子
に
学
び
始
め
た
と
き
は
、
道
が
特
定
の
在
り
方
や
固
定

的
な
形
を
持
た
な
い
こ
と
を
ま
だ
知
ら
ず
、
こ
れ
と
決
ま
っ
た
在
り
方
や

固
定
的
な
形
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
道
が
窮
ま
り
尽
き
る

日本儒教学会報 六
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こ
と
も
行
き
止
ま
り
も
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
、
窮
ま
り
尽
き
て
行
き
止
ま

る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
後
儒
が
「
事
事
物
物
皆

な
定
理
有
」
る
の
を
認
め
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
…
…
（
顔
回
が
）
孔
子

の
「
博
文
約
礼
」
の
教
え
を
聞
い
て
か
ら
は
、
そ
の
才
能
の
限
り
を
尽
く

し
て
そ
れ
を
探
求
し
、
か
く
て
は
じ
め
て
天
下
の
出
来
事
が
千
変
万
化
し

よ
う
と
も
、
す
べ
て
こ
の
心
の
理
（
の
対
象
）
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
な
い

こ
と
を
知
り
、
…
…
か
く
て
は
じ
め
て
こ
の
道
が
本
来
特
定
の
あ
り
方
や

固
定
的
な
形
を
持
た
ず
、
ま
た
特
定
の
あ
り
方
や
固
定
的
な
形
あ
る
も
の

と
し
て
は
求
め
得
ず
、
本
来
窮
ま
り
尽
き
た
り
行
き
止
ま
っ
た
り
す
る
も

の
で
も
な
く
、
ま
た
窮
ま
り
尽
き
行
き
止
ま
る
も
の
と
し
て
は
求
め
得
な

い
こ
と
を
知
っ
た
。
ゆ
え
に
、
「
之
に
従
は
ん
と
欲
す
れ
ど
も
由
る
末
き

の
み
」
と
言
っ
た
の
だ
。
顔
子
は
こ
こ
に
至
っ
て
は
じ
め
て
（
道
に
つ
い

て
の
）
真
の
理
解
を
得
た
の
だ
。

　

道
の
「
窮
尽
」
「
止
極
」
が
無
い
こ
と
を
悟
っ
た
顔
回
に
は
「
真
実
之
見
」

が
あ
る
と
い
う
。こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
者
は
後
儒
の
「
（
自

己
が
関
わ
る
）
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
は
す
べ
て
定
理
が
あ
る
〔
事
事
物
物
皆
有
定

理
者
也
〕
」
と
同
じ
で
あ
る
、
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
の
「
事
事
物
物
皆
有

定
理
者
也
」
は
、
朱
熹
の
語
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が

）
14
（

、
王
守
仁
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
は
道
の
真
相
を
知
ら
ぬ
者
の
言
説
な
の
で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
「
天
下
之
事
」
が
「
千
変
万
化
」
し
て
も
、
「
此

心
之
一
理
」
は
そ
れ
に
漏
れ
な
く
正
し
く
対
応
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
心
」

が
個
々
人
に
あ
っ
て
、
理
を
発
揮
し
て
当
の
個
人
の
置
か
れ
た
「
見
在
」
と
い

う
状
況
に
適
切
に
対
応
す
る
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。
個
々
人
の
置
か
れ
た

状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
か
ら
、
心
の
理
の
発
揮
の
在
り
様
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。
し
か
も
そ
れ
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
「
千
変
万
化
」
し
、
複
雑
さ
を
増
す
。

　

王
守
仁
は
「
良
知
は
『
易
』
（
変
易
）
そ
の
も
の
〔
良
知
卽
是
易
。
〕
」
と
し
、

そ
れ
を
「
常
に
動
い
て
変
化
し
一
つ
所
に
居
な
い
〔
屢
遷
變
動
不
居
〕
」
「
一
定

の
法
則
を
も
た
な
い
〔
不
可
爲
典
要
〕
」
な
ど
と
定
義
し
て
い
る

）
15
（

。
つ
ま
り
良

知
（
心
）
は
「
見
在
」
の
複
雑
な
状
況
変
化
に
自
在
に
、
か
つ
正
し
く
対
応
す

る
も
の
と
い
う
発
想
が
そ
も
そ
も
の
根
底
に
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
聖
人
の

「
明
鏡
」
（
引
用
⑥
）
の
心
に
他
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
彼
に
よ
れ
ば
、
朱
熹
の
い
う
「
定
理
」
は
心
で
は
な
く
そ
の
対
象
で

あ
る
「
事
事
物
物
」
に
あ
る
た
め
、
心
（
の
理
）
の
持
つ
、
「
見
在
」
へ
の
対

応
力
が
軽
視
さ
れ
、
本
来
「
無
窮
尽
」
「
無
止
極
」
な
も
の
で
あ
る
道
が
、
固

定
的
な
「
定
理
」
と
な
り
、
「
窮
尽
」
「
止
極
」
が
あ
る
の
だ
と
誤
認
さ
せ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
④
の
「
一
定
之
明
法
」
も
「
定0

理
」
同
様
、

「
一
定0

」
な
る
が
ゆ
え
に
「
窮
尽
」
「
止
極
」
が
あ
る
の
で
、
「
千
変
万
化
」
し

変
動
す
る
現
実
と
そ
れ
を
と
ら
え
る
心
（
良
知
）
か
ら
乖
離
す
る
可
能
性
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

王
守
仁
の
解
釈
に
沿
え
ば
、
こ
の
「
定
理
」
は
「
事
事
物
物
」
す
な
わ
ち
自

己
の
心
の
外
に
あ
っ
て
、
し
か
も
「
定
」
め
ら
れ
た
「
理
」
で
あ
る
の
で
、
そ

れ
に
人
が
従
う
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
、
か
の
規

範
と
し
て
の
聖
人
像
と
通
底
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
聖
人
は
礼
楽
制
度

の
制
定
者
で
あ
り
、
万
世
万
人
の
規
範
で
あ
っ
た
。
④
と
そ
の
分
析
を
踏
ま
え

る
な
ら
、
聖
人
と
そ
れ
が
制
作
し
た
も
の
は
「
治
天
下
之
法
」
で
あ
っ
て
万
人

が
仰
ぎ
従
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
々
人
の
心
の
外
に
、
規
範
（
制
度
）

と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
そ
れ
に
従
い
さ
え
す
れ
ば
万
事

上
手
く
ゆ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
へ
の
疑
問
も
生
じ
よ
う
も
な
く
（
生
じ

さ
せ
て
は
な
ら
ず
）
、
結
果
的
に
は
完
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
が
道
の
「
窮

尽
」
「
止
極
」
の
処
と
な
っ
て
し
ま
う
。
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王
守
仁
が
描
く
聖
人
は
、
「
千
変
万
化
」
す
る
「
見
在
」
に
生
き
る
が
ゆ
え

に
一
箇
の
求
道
者
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
一
貫

す
る
も
の
こ
そ
「
心
」
（
良
知
）
で
あ
っ
た

）
16
（

。

　
　
　

四
．
結
語

　
　
　
　
　

―
「
聖
人
の
行
い
は
、初
め
よ
り
人
情
に
遠
か
ら
ず
」

―

　

こ
こ
で
本
稿
の
ま
と
め
に
入
る
こ
と
と
す
る
が
、
彼
は
あ
る
書
簡
の
な
か
で
、

聖
人
た
ら
ん
と
立
志
し
た
以
上
は
た
だ
良
知
を
致
す
の
み
で
あ
る
な
ど
と
助
言

し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⑭
聖
人
之
行
、
初
不
遠
於
人
情
。
魯
人
獵
較
、
孔
子
亦
獵
較
。
郷
人
儺
、
朝

服
而
立
於
阼
階
。
難
言
之
互
郷
、
亦
與
進
其
童
子
。
（
『
全
書
』
巻
之
五
「
答

劉
内
重
」
）

　

聖
人
の
行
い
は
、
常
に
人
情
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
魯

人
が
狩
り
較
べ
を
す
れ
ば
、
孔
子
も
狩
り
較
べ
を
し
た
（
『
孟
子
』
万
章
下
）
。

村
里
の
人
が
お
に
や
ら
い
を
す
れ
ば
、
朝
服
を
着
て
階
に
立
っ
た
（
『
論
語
』

郷
党
）
。
言
葉
を
交
わ
す
の
も
難
し
い
（
ほ
ど
に
程
度
の
低
い
人
々
の
住
む
）

互
郷
の
地
で
も
、（
教
え
を
乞
う
た
）
童
子
に
会
っ
て
や
っ
た
（
『
論
語
』
述
而
）

の
だ
。

　

彼
は
、
聖
人
孔
子
の
行
い
に
つ
い
て
、
「
魯
人
」
「
郷
人
」
「
童
子
」
ら
常
人

と
同
じ
よ
う
に
振
舞
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
「
常
に
人
情
か
ら
か
け
離

れ
た
も
の
で
は
な
い
〔
初
不
遠
於
人
情
〕
」
こ
と
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
「
人
情
」
と
い
う
語
は
、
人
の
実
際
の
具
体
的
な
行
い
、
生
き
方
や
、
喜

怒
哀
楽
と
い
っ
た
感
情
を
指
す

）
17
（

。
つ
ま
り
、
現
実
＝
「
見
在
」
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
彼
が
生
き
た
時
代
の
雰
囲
気
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
明
末
に
は
「
情
」
が
非
常
に
重
視
さ
れ
た
と
い
う

）
18
（

。

そ
の
意
味
で
王
守
仁
の
、
「
人
情
」
に
根
差
す
聖
人
像
は
、
明
末
的
精
神
を
先

駆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
語
を
も
っ
て
聖
人
を

形
容
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
宋
代
道
学
に
お
い
て
は
管
見
の
限
り
見
出
せ

な
か
っ
た

）
19
（

。

　

以
上
に
つ
い
て
、
こ
の
「
人
情
」
と
い
う
語
が
見
え
る
、
次
の
文
章
を
見
て

み
よ
う
。

⑮
蓋
天
下
古
今
之
人
、
其
情
一
而
已
。
先
王
制
禮
、
皆
因
人
情
而
爲
之
節
文
、

是
以
行
之
萬
世
而
皆
準
。
其
或
反
之
吾
心
而
有
所
未
安
者
、
非
其
傳
記
之

訛
闕
、
則
必
古
今
風
氣
習
俗
之
異
宜
者
矣
。
此
雖
先
王
未
之
有
、
亦
可
以

義
起
。
三
王
之
所
以
不
相
襲
禮
也
。
…
…
後
世
心
學
不
講
、
人
失
其
情
。

難
乎
、
與
之
言
禮
。
然
良
知
之
在
人
心
、
則
萬
古
如
一
日
。
（
『
全
書
』
巻

之
六
「
寄
鄒
謙
之
（
二
）
」
）

　

天
下
古
今
す
べ
て
の
人
は
、
そ
の
情
は
皆
同
じ
で
あ
る
。
先
王
の
礼
の
制

定
も
、
全
て
人
情
に
基
づ
い
て
節
目
を
つ
け
た
の
で
あ
り
（
『
礼
記
』
坊
記
）
、

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
を
万
世
に
行
っ
て
皆
が
基
準
と
し
た
の
で
あ
る
。
時

に
我
が
心
に
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
（
そ
れ
は
）
伝

え
ら
れ
た
記
録
の
誤
り
や
欠
損
な
ど
で
は
な
く
、
き
っ
と
古
今
の
風
紀
習

俗
の
違
い
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
先
王
（
の
制
定
し
た
礼
）

に
前
例
が
な
く
て
も
、
時
宜
を
見
計
ら
っ
て
（
そ
れ
に
適
し
た
新
し
い
礼

を
）
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
堯
・
舜
・
禹
の
）
三
王
が
礼
を
踏
襲
し

な
か
っ
た
（
『
礼
記
』
楽
記
）
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
…
…
後
世
で
は
心
学
を
探

求
し
な
か
っ
た
た
め
、
人
は
そ
の
情
を
見
失
っ
た
。
難
し
い
も
の
だ
、
そ

の
よ
う
な
人
と
と
も
に
礼
を
語
る
の
は
。
し
か
し
良
知
が
人
心
に
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。
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「
天
下
古
今
之
人
」
は
「
情
」
に
お
い
て
「
一
」（
同
じ
）
で
あ
る
。
聖
人
を
含
め
、

人
を
「
情
」
あ
る
存
在
と
し
て
、
つ
ま
り
何
よ
り
も
「
見
在
」
の
存
在
と
し
て

と
ら
え
る
視
点
が
こ
こ
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
行
之
萬
世
而
皆
準
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
人
情
を
汲
み
取
っ
て
礼
を

制
作
す
る
と
い
う
、
そ
の
態
度
を
聖
人
に
限
ら
ず
万
人
が
基
準
と
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
朱
熹
の
も
の
と
は
異
な
る
、
人
情
（
見
在
）
に
基
づ

く
王
守
仁
に
よ
る
新
時
代
の
礼
論
と
も
言
え
よ
う
。

　

引
用
の
終
わ
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
換
言
す
れ
ば
、
心
学
に
依
拠
す
れ
ば

情
を
見
失
わ
ず
、
礼
が
充
実
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、こ
の
（
人
）

情
が
良
知
に
根
差
し
て
お
り
、
礼
の
根
本
が
そ
の
「
人
情
―
良
知
」
に
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
良
知
（
心
）
と
「
見
在
」
と
の
密
接
な
関
係

が
見
て
取
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
人
情
」
に
根
差
す
王
守
仁
の
聖
人
観
は
、
最
終
的

に
次
の
よ
う
な
主
張
に
行
き
着
く
。

⑯
嗟
夫
、
聖
人
亦
人
耳
。
豈
獨
其
言
之
有
遠
於
人
情
乎
哉
。
而
儒
者
以
爲
是

聖
人
之
言
、
而
必
求
之
於
不
可
窺
測
之
地
、
則
已
過
矣
。
（
『
全
書
』
巻
之

二
十
四
「
論
元
年
春
王
正
月
」
）

　

あ
あ
、
聖
人
も
や
は
り
人
に
す
ぎ
な
い
。
ど
う
し
て
そ
の
言
葉
が
人
情
に

遠
い
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
儒
者
は
、
こ
れ
は
聖
人
の

言
葉
だ
か
ら
、
必
ず
測
り
知
れ
ぬ
（
高
邁
な
）
境
地
に
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
が
す
で
に
過
ち
な
の
だ
。

　

い
わ
ゆ
る
「
龍
場
の
大
悟
」
か
ら
さ
ほ
ど
時
間
を
置
か
な
い
時
期
に
書
か
れ

た
、こ
の
『
春
秋
左
氏
伝
』
へ
の
注
釈
で
、
聖
人
は
我
々
同
様
の
人
に
す
ぎ
な
い
、

と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
本
来
性
の
同
一
の
み
を
念
頭
に
置
い
て
言
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
聖
人
は
「
言
」
と
い
う
工
夫
の
レ
ベ
ル
も
含
め
て
、
す

べ
て
の
側
面
に
お
い
て
人
情
に
近
く
、
「
不
可
窺
測
」
で
は
な
い
身
近
な
存
在

と
い
う
意
味
で
、「
あ
あ
、
聖
人
も
亦
た
人
の
み
」
と
感
嘆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
大
悟
を
経
て
、
清
新
な
心
を
も
っ
て
聖
人
に
向
き
合
お
う
と
す
る
若

き
王
守
仁
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

王
守
仁
に
お
い
て
、
聖
人
と
は
万
世
万
人
の
規
範
と
し
て
超
然
と
し
た
存
在

で
は
な
く
、
ま
さ
に
常
人
同
様
、
「
人
情
」
あ
る
「
人
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

常
人
と
の
相
対
的
差
は
あ
っ
た
が
、
常
人
に
極
め
て
近
い
存
在
で
あ
る
と
の
認

識
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
核
心
に
あ
っ
た
の
は
、
聖
人
も
常
人
も
み
な
こ

の
良
知
を
備
え
な
が
ら
、
ひ
と
し
く
「
見
在
」
と
い
う
眼
前
の
生
々
し
い
現
実

の
中
で
、
道
を
求
め
つ
つ
「
相
助
」
し
「
困
知
勉
行
」
し
て
生
き
て
い
る
存
在

な
の
だ
、
と
い
う
思
い
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

　注

（
１
）　

『
孟
子
』
滕
文
公
上
篇
に
「
孟
子
曰
、
…
…
夫
道
一
而
已
矣
。
…
…
顏
淵
曰
、
舜

何
人
也
、
予
何
人
也
。
有
爲
者
亦
若
是
。
」
と
あ
り
、
離
婁
下
篇
に
「
堯
舜
與
人
同
耳
。
」

と
あ
り
、
同
じ
く
告
子
下
篇
に
「
曹
交
問
曰
、
人
皆
可
以
爲
堯
舜
、
有
諸
。
孟
子
曰
、

然
。
」
と
あ
る
。

（
２
）　

一
例
と
し
て
、
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
三
十
二
「
年
譜 

一
」
弘
治
五
年
「
挙
浙

江
郷
試
」
の
項
に
「
先
生
始
侍
龍
山
公
于
京
師
、
遍
求
考
亭
遺
書
讀
之
。
一
日
、

思
先
儒
謂
、
衆
物
必
有
表
裏
精
麄
、
一
草
一
木
、
皆
涵
至
理
。
官
署
中
多
竹
、
卽

取
竹
格
之
、
沈
思
其
理
不
得
、
遂
遇
疾
。
先
生
自
委
聖
賢
有
分
、
乃
隨
世
就
辭
章

之
學
。
」
と
あ
る
。
な
お
本
稿
で
の
王
守
仁
の
引
用
は
全
て
四
部
叢
刊
本
『
王
文
成

公
全
書
』
に
よ
る
。

（
３
）　

王
守
仁
聖
人
論
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

島
田
虔
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
六
七
年
）
一
三
〇
、
一
四
三

～
一
四
四
頁
。
島
田
虔
次
著
／
井
上
進
補
注
『
中
国
に
お
け
る
近
代
思
惟
の
挫
折
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１
』
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）
七
〇
頁
。
荒
木
見
悟
『
陽
明
学
の
位

相
』
（
研
文
出
版
、
一
九
九
二
年
）
第
四
章
。
呉
震
（
鶴
成
久
章
訳
）
「
中
国
思
想

史
に
お
け
る
「
聖
人
」
概
念
の
変
遷
」
（
吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
刊
行
会
編

『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中
国
思
想
―
吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
』
研
文
出
版
、

二
〇
一
三
年
）
二
〇
～
二
四
頁
。
山
下
龍
二
『
陽
明
学
の
研
究 

上
・
成
立
編
』
（
現

代
情
報
社
、
一
九
七
四
年
）
二
二
八
～
二
三
三
頁
。
陳
立
勝
「
〝
聖
人
有
過
〟
：
王

陽
明
聖
人
論
的
一
箇
面
向
」
（
『
学
術
研
究
』
広
東
省
社
会
科
学
聯
合
会 

二
〇
〇
七

年
第
四
期
）
。
郭
淑
新
「
朱
子
、
陽
明
聖
人
観
比
較
」
（
『
安
徽
師
範
大
学
学
報
（
人

文
社
会
科
学
版
）
』
第
三
一
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
三
年
）
。
志
野
好
伸
編
著
／
志
野
・

内
山
直
樹
・
土
屋
昌
明
・
廖
肇
亨
著
『
聖
と
狂 

聖
人
・
真
人
・
狂
者
』
（
法
政
大

学
出
版
局
、
二
〇
一
六
年
）
五
〇
～
五
三
頁
。

（
４
）　

陸
象
山
の
凡
聖
平
等
論
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
巻
十
三
「
與
郭
邦
逸
」
に
「
聖

人
與
我
同
類
、
此
心
此
理
誰
能
異
之
。
」
と
し
て
、
常
人
と
聖
人
の
心
と
理
と
に
お

け
る
同
一
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）　

朱
熹
（
道
学
）
聖
人
論
に
触
れ
た
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
吾
妻
重
二

『
朱
子
学
の
新
研
究
―
近
世
士
大
夫
の
思
想
史
的
地
平
―
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）

一
五
〇
～
一
九
七
頁
、
垣
内
景
子
『
「
心
」
と
「
理
」
を
め
ぐ
る
朱
熹
思
想
構
造
の
研
究
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
一
三
四
～
一
四
〇
頁
、
二
一
〇
～
二
一
三
頁
、
土
田

健
次
郎
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
五
～
一
八
頁
が
あ
る
。

（
６
）　

聖
人
が
道
の
体
現
者
と
し
て
、
法
制
度
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
の

は
陸
九
淵
も
同
じ
で
あ
る
。
『
陸
九
淵
集
』
巻
十
「
與
黄
康
年
」
に
は
、
「
此
道
充

塞
宇
宙
、
天
地
順
此
而
動
、
故
日
月
不
過
、
而
四
時
不
忒
。
聖
人
順
此
而
動
、
故

刑
罰
清
而
民
服
。
」
と
あ
る
。
な
お
朱
熹
の
聖
人
像
の
根
本
を
な
す
、
天
理
や
道

の
普
遍
妥
当
性
が
道
徳
規
範
や
法
律
の
根
拠
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
鄧
克
銘
『
宋
代
理
概
念
之
開
展
』
（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
二
三
四
～

二
三
六
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

（
７
）　

例
え
ば
荒
木
見
悟
氏
は
、『
明
末
宗
教
思
想
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
七
九
年
）
で
、

⑤
に
あ
た
る
条
の
一
部
を
引
用
し
て
「
こ
こ
に
宋
代
以
来
、
紆
余
曲
折
を
重
ね
て

来
た
心
学
は
、
つ
い
に
絶
対
現
在

0

0

0

0

の
思
想
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
」
（
二
一
～
二
二

頁
、
傍
点
原
著
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
８
）　

典
拠
は
、
『
陸
九
淵
集
』
巻
六
「
與
傅
全
美
（
二
）
」
「
過
者
、
雖
古
之
聖
賢
有
所

不
免
、
而
聖
賢
之
所
以
爲
聖
賢
者
、
惟
其
改
之
而
已
。
」
で
あ
る
。

（
９
）　

陸
九
淵
は
、
「
君
子
有
君
子
踐
履
、
小
人
有
小
人
踐
履
、
聖
賢
有
聖
賢
踐
履
、
拘

儒
瞽
生
有
拘
儒
瞽
生
踐
履
。
若
果
是
聖
賢
踐
履
、
更
有
甚
病
。
」
（
『
陸
九
淵
集
』
巻

三
「
與
張
輔
之
（
三
）
」
）
と
述
べ
、
工
夫
に
お
い
て
常
人
と
聖
人
と
は
別
次
元
に

あ
る
と
の
認
識
を
示
す
。
朱
熹
は
「
質
敏
不
學
、
乃
大
不
敏
。
有
聖
人
之
資
必
好

學
、
必
下
問
。
…
…
聖
人
之
所
以
爲
聖
人
、
也
只
是
好
學
下
問
。
」
（
『
朱
子
語
類
』

巻
一
百
二
十
一
・
50
条
）
と
、
聖
人
が
立
場
の
低
い
者
か
ら
も
学
ん
だ
と
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
聖
人
の
「
敏
」
な
る
優
れ
た
知
的
素
質
を
強
調
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、

王
守
仁
描
く
聖
人
の
も
つ
、
「
自
是
」
と
い
う
過
ち
を
避
け
る
た
め
の
努
力
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
深
刻
さ
、
未
完
的
性
格
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
王
守
仁
の
聖
人

は
常
人
に
極
め
て
近
い
。
な
お
朱
熹
の
工
夫
論
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
中

純
夫
「
工
夫
論
に
お
け
る
凡
と
聖

―
朱
子
の
陸
學
批
判
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
『
東

方
學
』
第
七
十
三
輯
、
七
九
～
九
二
頁
）
に
詳
細
な
言
及
が
あ
る
。

（
10
）　

王
守
仁
の
工
夫
論
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
小
路
口
聡
「
宋
明
心

学
に
お
け
る
「
現
在
」
主
義
の
思
想
」（
吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
哲

学
資
源
と
し
て
の
中
国
哲
学
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
に
も
、
「
聖
人
と
凡
人

と
の
区
別
を
一
挙
に
撥
無
し
、
同
一
存
在
と
し
て
、
一
挙
に
結
び
つ
け
る
も
の
が
、

…
…
「
現
在

0

0

の
良
知
」
で
あ
る
と
見
る
」
（
七
〇
～
七
一
頁
、
傍
点
原
著
）
王
畿
の

見
解
は
そ
の
ま
ま
そ
の
師
・
王
守
仁
に
も
当
て
は
ま
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
11
）　

王
守
仁
聖
人
論
と
は
直
接
に
は
無
関
係
で
は
あ
る
が
、
明
末
の
李
贄
が
「
答
耿

中
丞
」
（
『
焚
書
』
巻
一
）
で
『
論
語
』
顔
淵
篇
「
爲
仁
由
己
」
を
論
じ
た
次
の
一

文
は
、
聖
人
と
常
人
と
の
相
互
自
立
関
係
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
王
守
仁
の

そ
れ
を
理
解
す
る
上
で
も
参
考
に
な
ろ
う
。
「
夫
天
生
一
人
、
自
有
一
人
之
用
、
不
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待
取
給
於
孔
子
而
後
足
也
。
若
必
待
取
足
於
孔
子
、
則
千
古
以
前
無
孔
子
、
終
不

得
爲
人
乎
。
…
…
且
孔
子
未
嘗
敎
人
之
學
孔
子
也
。
使
孔
子
而
敎
人
以
學
孔
子
、

何
以
顏
淵
問
仁
、
而
曰
爲
仁
由
己
、
而
不
由
人
也
歟
哉
。
…
…
惟
其
由
己
、
故
諸

子
自
不
必
問
仁
於
孔
子
、
惟
其
爲
己
、
故
孔
子
自
無
學
術
以
授
門
人
。
」

（
12
）　

聖
人
論
に
限
ら
ず
、
も
と
も
と
王
守
仁
に
は
こ
の
よ
う
な
「
自
是
」
に
陥
る

こ
と
を
戒
め
、
「
交
修
」
の
意
義
を
強
調
す
る
議
論
が
あ
る
。
こ
の
点
、
中
純
夫

「
王
畿
の
講
学
活
動
」
（
『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
二
六
号 

一
九
九
七
年
）

四
七
六
～
四
七
三
頁
、
小
路
口
聡
「
序
論
―
良
知
心
学
と
講
学
活
動
」
（
小
路
口
聡

編
『
語
り
合
う
〈
良
知
〉
た
ち
―
王
龍
溪
の
良
知
心
学
と
講
学
活
動
―
』
研
文
出
版
、

二
〇
一
八
年
）
三
～
四
頁
を
参
照
。

（
13
）　

王
守
仁
は
、
天
理
を
探
求
し
て
も
な
お
執
拗
に
生
じ
る
厄
介
な
も
の
と
し
て
、

私
欲
を
と
ら
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
道
（
天
理
）
の
探
求
は
止
め

て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
「
先
生
曰
、
人
若
眞
實
切
己
用
功
不
已
、

則
於
此
心
、
天
理
之
精
微
日
見
一
日
、
私
欲
之
細
微
亦
日
見
一
日
。
」（
『
伝
習
録
』
上
・

66
条
）
と
か
、
「
殊
不
知
私
欲
日
生
、
如
地
上
塵
、
一
日
不
掃
、
便
又
有
一
層
。
着

實
用
功
、
便
見
道
無
終
窮
、
愈
探
愈
深
、
必
使
精
白
無
一
毫
不
徹
方
可
。
」
（
『
伝
習

録
』
上
・
69
条
）
な
ど
と
い
う
。
こ
の
点
、
荒
木
『
陽
明
学
の
位
相
』
一
〇
〇
～

一
〇
一
頁
も
参
照
。

（
14
）　

朱
熹
『
大
學
或
問
』
上
に
「
能
知
所
止
、
則
方
寸
之
間
、
事
事
物
物
、
皆
有
定
理
矣
。

理
既
有
定
、
則
無
以
動
其
心
而
能
靜
矣
。
」
と
あ
る
。

（
15
）　

『
伝
習
録
』
下
・
141
条
に
「
良
知
卽
是
易
。
其
道
爲
也
、
屢
遷
變
動
不
居
、
周
流
六
虛
、

上
下
無
常
、
剛
柔
相
易
、
不
過
爲
典
要
、
惟
變
所
適
。
此
知
如
何
捉
摸
得
。
見
得

時
透
時
、
便
是
聖
人
。
」
と
あ
る
。
「
屢
遷
變
動
不
居
」
か
ら
「
惟
變
所
適
」
ま
で

は
『
易
』
繫
辞
下
伝
を
典
拠
と
す
る
。

（
16
）　

道
の
「
無
窮
」
と
い
う
こ
と
で
興
味
深
い
の
は
、
土
田
前
掲
書
六
一
三
頁
の
注
で
、

伊
藤
仁
斎
に
「
聖
人
が
永
遠
に
終
わ
る
こ
と
の
無
い
自
己
向
上
に
努
め
る
」
と
い

う
思
想
が
あ
っ
た
と
し
て
引
用
さ
れ
る
「
蓋
し
道
は
窮
り
無
く
、
故
に
学
も
亦
た

窮
り
無
し
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
王
守
仁
と
も
一
致
す
る
。
勿
論
相

違
点
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
両
者
に
は
「
反
朱
子
学
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
17
）　

王
守
仁
自
身
が
「
除
了
人
情
事
變
、
則
無
事
矣
。
喜
怒
哀
樂
非
人
情
乎
。
自
視

聽
言
動
、
以
至
富
貴
貧
賤
、
患
難
死
生
、
皆
事
變
也
。
事
變
亦
只
在
人
情
裏
。
」
（
『
伝

習
録
』
上
・
38
条
）
と
、
「
人
情
」
を
定
義
し
て
い
る
。

（
18
）　

「
情
」
と
い
う
語
は
明
末
の
文
人
た
ち
の
間
で
非
常
に
注
目
さ
れ
た
と
い
う
。
こ

の
点
、
例
え
ば
合
山
究
「
「
情
」
の
思
想

―
明
清
文
人
の
世
界
観
」
（
『
ア
ジ
ア
の

思
想
と
儀
礼　

福
井
文
雅
博
士
古
稀
記
念
論
集
』
福
井
文
雅
博
士
古
稀
記
念
論
集

刊
行
会
編 

春
秋
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
二
三
～
二
四
一
頁
を
参
照
。

（
19
）　

朱
熹
に
お
い
て
は
「
聖
人
大
公
至
正
處
、
似
無
人
情
。
然
其
隱
惡
揚
善
之
心
、

則
未
嘗
無
也
。
」
（
『
朱
子
文
集
』
巻
三
十
五
「
答
呂
伯
恭
別
紙
」
）
と
、
王
守
仁
に

比
べ
て
聖
人
と
「
人
情
」
と
の
結
び
つ
き
が
弱
い
。

聖人の行いは初めより人情に遠からず―王守仁の聖人像




